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毫旱塾籬蟹彗樊蠶奮鰯ε測み瞭韆騁曝魏唖點轟袰
あ る。 こ れ らの 多 くは細胞膜 に存在す る電子伝 達系 の 初発 酵素 として 生 体 エ ネル

ギー 生産 系 に 関与 して い る 。 こ れ らはバ イオ セ ン サ
ー

用酵素 と して 、 利用面 に 高
い 潜在性 を有す るが 、 膜結合性 の もの が 多く、安 定性 に課題 が ある 。 本 研 究 で は 、

安定性 の 高 い 酵 紊 の 生産 が期 待 で き る超 好 熱菌 に お い て 、色 素依存 性 レ プ ロ リ

ン 脱 水素酵素 を見 い だ し 、 T．　p 那  η伽 DSM 　 9503 か ら精製 し 、 特 徴を 明 らか に

した 。 また 、 本酵素の レ プ ロ リン の 定量 へ の 利用 を検討 した 。

編藷袖離騰鷲翳蔽嬲幽昆騨縫籍曇1磐羅谿難響篭嬲
160kDa で 、 40

，
50kDa の 2 種類 の 異 な るサブ ユ ニ ッ トか らな る α 2 β 2

構 造 を とる。 本酵 素 は 70 ℃ 、 10 分 間 の 熱処理 で も失活せ ず 、高 い 耐熱 性 を示
した 。 本 酵素 の 電 子供 与体 と して レ プ ロ リン の み が 作用 し、電子 受容 体 とし て

は DCIP の 他 に フ ェ リシ ア ン 化カ リ ウム な ども作用 した 。 本酵素反 応の 最適 pH
は 7 ． 5 付近 に存在 し、反応 の 最適温 度 は 70 ℃ 以 上に 認め られ た 。 本酵 素 の 可

視部の 吸収 ス ペ ク トル は フ ラ ビ ン 酵素 として の 特徴 を示 し 、 酵素抽 出液 の HPL
C で は FAD が 検出 され た 。 さら に 、 本酵 素を用 い て L一プ ロ リン の 定量 分 析 を
行 っ た と こ ろ 、 レ プ ロ リン 濃度 （〈 25mM ） と酵素活性 の 問に 直線関係が認 め

られ 、レ プ ロ リン の 酵素分析が 可能で あ る こ とが 分 か っ た 。
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　 L一アス パ ラギン酸 の 新しい 製造方法 （3 ）
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置目的〕生分解性ポリマ ー、生分解性 キ レート剤な どの 生分解性材料の 原料として 、廃液を俳出 しない 、グリ
ー

ン

な L一ア ス パ ラギン 酸の 大量 生産プロ セ ス を開発する 。

【方法及び効果】 大腸 菌ア ス パ ル タ
ー

ゼ遺伝子をセル フクcr一ニ ングした組換え体をイオン 交換樹脂表 面 に コ

ーテ ィン グする方法 で 固定化 した。フマ ル 酸換算 で20 ％ の フマ ル 酸 ア ンモ ニ ウム 基質液 （pH8 ．5）を20℃

LHSV ＝10 で通蔽し連続反応を行 っ た ところ 1年以上 にわた っ て転化率99 ％ 以上 を維持することがで きた。ま

た L一ア ス パ ラギ ン 酸 の 晶析 に フ マ ル 酸を用 い るた め の 条｛牛を検討 したとこ ろ、加温 した L一ア ス パ ラギン 酸ア ン

モ ニ ウム塩溶液に フ マ ル 酸を添撫すると一・一旦 均質な溶液 に なり、そ の 後　L−・ア ス パ ラギ ン酸 の み が 析 出 す る こと

が わ か っ た。 反応液 か らの L一ア ス パ ラギン 酸 の 回収率 は約 75％ で あり L一ア ス パ ラギン 酸結晶の純度は

99．2％ で あっ た．濾液は濕縮 、フマ ル 酸．ア ンモ ニ ア 水を追加することで 基質液として繰り返 し使用が可能であっ

た。

匿将来の 展贓 L一ア ス パ ラギ ン 酸を用 い た生 分解性 の 赫料 の 開発 グ リーン プロ セ ス で グリーン プロ ダクトを作 る
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